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冬、日本列島の約半分は雪の中。高速道路も多くが降雪地帯
を通過しています。N E X C O東日本、N E X C O中日本、
NEXCO西日本では、除雪作業などを通じ、お客さまに安全で
快適な雪道走行をしていただけるよう努めていますが、雪道
での交通事故は後を絶ちません。
雪道はすべりやすく“急”のつく運転をしては危ないこと、また
降雪・吹雪などで見通しが悪いため車間距離を十分にとりス
ピードも控えめにしなければ危険なことは、誰でも知識として
は持っています。しかし実際の事故の多くはスピードの出し過
ぎ・車間距離不足のなかで発生しています。また、自身の運転
技術や車の性能を過信し、普段と路面状況の異なる雪道での
思わぬ動きに対応できず事故となってしまう場合もあります。
あなたがこれまで雪道で事故に遭わなかったとしてもそれは
運がよかっただけかも…。
雪道の運転には、初心者もエキスパートもありません。この小
冊子「雪用心」をよくお読みのうえ、慎重な運転を心がけてく
ださい。

雪道の
安全運転
心得
①運転技術や車の性能を過信せず
②先を読み
③無理をせず
④冬用タイヤ装着など 早めの冬装備を
　心掛けてください

冬の高速道路
こんな場所には特に注意！

トンネルの出入口

カーブの手前

橋の上
長い下り坂

日陰の路面
日陰になってい
る所は、気温が
低く凍結しやす
い。

風が強く、突然
の降雪も。トン
ネル内は凍結し
やすい。

スピードが出や
すい。スピード
ダウンと車間距
離の確保を。

吹きさらしの風
で凍結が多い。
スリップに要注
意！

カーブ手前は
減速し、急ハン
ドル・急ブレー
キは厳禁！

ドライブ前の点検等チェック事項

除雪作業等へのご理解・ご協力をお願いします

雪道に“習熟ドライバー”は存在しない
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※冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ、スノータイヤ）の側面（サイドウォール） 
には、STUDLESS又はSNOWの文字があります。
※オールシーズンタイヤ（側面にM+S、M.S、M＆S又はM/Sの文字があ
る）は、ある程度までは積雪路面にも対応可能ですが、冬用タイヤに比べ
制動性能が劣るため、降雪状況や路面状況によっては冬用タイヤ規制の
際などに高速道路を走行できない場合があります。

冬の高速道路では安全に走行していただくた
めに、冬用タイヤ規制（すべり止め装置装着規制）を行う場合がありま
す。冬用タイヤ規制を行っている場合は、冬用タイヤ（スタッドレスタ
イヤなど）またはタイヤチェーンなどのすべり止め装置を装着してい
ない車は走行できません。（装着が必要な装置は、各都道府県によっ
て異なります。）また、大雪特別警報や大雪に関する緊急発表が行わ
れるような異例の大雪時には、全車輪が冬用タイヤでもチェーンを装
着しないと走行できない「チェーン規制」を行うこともあります。冬の
高速道路では、どの地域にお住まいの方も冬用タイヤの装着はもちろ
ん、万が一の事態に備えて必ずタイヤチェーンを携行してください。

【冬用タイヤの場合】
全車輪への装着が必要です。

【チェーンの場合】
駆動輪への装着が必要です。
（一部の県では全車輪へ装着が必要）

チェーン規制

冬用タイヤ規制
（すべり止めの装置装着規制）

内　容規　制

全車輪または駆動輪への
チェーンの装着が必要です。

（詳細は都道府県の道路交通法施行細則をご確認ください）
すべり止め装置装着規制・チェーン装着規制参 考

低温でもしなやかさを失わない
特殊配合ゴムを採用。溝の形、切
り込み（サイピング）を改良し、従
来のスノータイヤよりも制動性
能が大幅に向上しています。

雪や凍結路面での制動を良くす
るため普通のタイヤより表面に
大きな凹凸をつけ、広くて深い
溝で確実に雪をつかめる（グリッ
プできる）ようにしたタイヤで
す。

スタッドレスなどの冬用タイヤに
比べ、最大の制動効果を上げる
ことができます。冬用タイヤとい
えども、決して万能ではありませ
ん。降雪の状況によって、全車両
チェーン装着規制が実施される
場合もあります。タイヤに頼らず
必すタイヤチェーンを用意して
ください。

雪道には冬用タイヤを！チェーンの携行も忘れずに！



07 08

「チェーン装着」の表示を見たら、最寄りのSA・
PAかチェーン着脱場でチェーンを装着しま
しょう。本線上での装着は大変危険です。また、
長大トンネル等では、チェーン切れ防止のため
チェーンを外して走行して頂く区間がありま
す。こまめな着脱にご協力をお願いします。

省令の改正※に伴い「チェーン規制」実施時のチェーン装着が義務
化されました。チェーン規制実施区間では、冬用タイヤでもタイヤ
チェーンを装着しないと走行できません。
※2018年12月14日、道路法に基づく「道路標識、区画線及び道路標示
に関する命令」改正。

チェーン規制が適用される区間など、詳しくは、国土交通省の公式
WEBサイトで最新の情報をご確認ください。

【チェーン規制はいつ実施するの？】
「大雪特別警報」や「大雪に対する緊急発表」が行われるような
異例の大雪時に、区間を限定して実施します。

「チェーン規制」時のチェーン装着義務化

「チェーン規制」区間で
あることを表す標識

「チェーン規制」の区間
を案内する情報板

都道府県道路交通法施行細則または道路交通法規則にて積雪
または凍結した路面での冬用タイヤ装着等いわゆる防滑措置
の義務が規制されています。（沖縄県は除く）
違反行為は反則金の適用となります。（大型車７千円、普通車６千円）
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雪に出会うと、慌てたり、早くそこから抜け出そ
うと急いだりして、無理な運転をしてしまいが
ちです。それは雪道に慣れないドライバーほど
陥りやすい心理です。また冬の高速道路では、
速度規制や通行止めのケースもありますの
で、ゆとりのある走行計画を立ててください。

スキー、スノーボードキャリアはしっかり取りつけてください。また、スキー
板の取り付けは、テールを必ず前方に。途中のＳＡ・ＰＡで、ゆるみがないか
チェックしましょう。

貨物車の場合は、偏った積載による横転や、タイヤ空転などのおそれもあ
りますので、積荷の状況にも十分ご注意ください。

積荷のチェックを！

お出かけ前に情報収集！

無理をして先を急がず、いつもより多めにＳＡ・
ＰＡで休憩をとり、車体やライトの雪落とし、ス
キー・スノーボードなど積載物のチェック、気
象・道路情報の確認もお忘れなく。

休憩もしっかり

CHECK!  

□冬用タイヤ（スタッドレスタイヤまたはスノータイヤ）
□タイヤチェーン
□針金（切れたタイヤチェーンをつなぐ）
□作業用手袋（軍手）
□長靴
□毛布・タオル類
□けん引ロープ
□スコップ
□スノーブラシ
□解氷剤（かぎ穴、ワイパー用）
□輪止め
□ブースターケーブル（ディーゼル車またはディーゼル用のコードを用意）
□懐中電灯
□携帯トイレ
□飲料水
□非常食

出発前、ガソリンスタンドなどでチェックしてもらいましょう。
 バッテリー

零下10℃以下では、普通の軽油は凍結することがあります。
寒冷地に入る前にディーゼル車は不凍性の燃料を補給。

 不凍性軽油

雪道では、普段より燃料消費が早いもの。燃料計を常にチェック。
 燃料は満タンに

キズや割れ目はないか。できれば雪に強いウインターブレードに交換。
 ワイパーブレード

不凍性のものを選択。ウォッシャー液の補給も忘れずに。
 ラジエーター＆ウォッシャー液

冬の高速道路をご利用の際は、天気予報、交
通情報などで、事前に道路の状況などを
チェックしましょう。思わぬ渋滞に巻き込まれ
ることを防ぐためにも、当日だけでなく数日
前からの情報収集が大切です。また、大雪警報が発表された場合は、高速
道路で事前の計画通行止めとなる場合があります。その際は、高速道路会
社のホームページで、いつからどの路線（区間）が通行止めになる恐れがあ
るかをお知らせしますので、お出かけをお控えください。

速度規制や事故で渋滞・ストップをしても、暖房のためエンジンは止められま
せん。零下にもなる中でガス欠を起こしてしまうと、寒さで凍える大ピンチ！
ディーゼル車は空になってしまうと構造上燃料を入れるだけでなくエア抜
き作業も必要となります。ＳＡ・ＰＡのガソリンスタンドで早めに給油をしま
しょう。雪国のスタンドでは、チェーンやゴムびき軍手などを販売していると
ころもあります。

ドライブ前の点検等チェック事項 急がず、無理せず、ゆとりのドライブを
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地吹雪は地上２メートルくらいまで巻き上がります。トラックなど大型車は
平気なのに、乗用車は前後左右の視界が完全に失われることがあります。

豪雪による災害発生時、災害対策基本法第７６条の６の規定に基づき、
対象となる区間を指定のうえ、区間内の放置車両・立ち往生車両を移動
させて頂く場合があります。
災害対策基本法に基づく車両の移動は、緊急通行車両の通行の妨げと
なり、災害応急対策の実施に著しい支障を生じさせる場合に実施する
緊急措置です。ご理解とご協力をお願いします。

災害対策基本法に基づく車両の移動等について

４WD（４輪駆動）、TCS（トラク
ション・コントロール・システム）、
ABS（アンチロック・ブレーキ・シ
ステム）、走行支援システムなど、
車の高性能・高機能化が進んでい
ます。しかしこれらは、あくまでも
「走る、曲がる、止まる」という車
の基本的な働きを助ける、付加機能に過ぎません。現実の雪道、凍結した路
面には、テクニックもテクノロジーも通用しない、”予期せぬできごと”がひそ
んでいます。なによりも過信しない運転、無理しないドライブを心掛けてく
ださい。

トンネルでのガラス曇り
寒い日のトンネル進入時、急にフロントガラスが曇ることがあります。
エアコンをつけたり窓を開けたりして外気との温度差を小さくしましょう。

“過信”の陰に“危険”がひそむ
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E1A 新 東 名

○○‒○○○
ユキ通行止

※本線上での駐停車は除雪作業の妨げにもなります。
事故・故障などのトラブルがあった場合は、まず後続車への合図を行
い、同乗者も一緒にガードレールの外側など、安全な場所に避難し、
110番・非常電話などですぐに通報してください。また、道路の異状や
落下物などを発見した場合は、道路緊急ダイヤル（#9910）にご一報
ください。
※切れたチェーンを路肩等に放置しないでください。除雪機械にからま
り、作業に支障をきたす原因となります。

【非常電話】
本線上（1ｋｍおき）、トンネル内（200ｍおき）、インターチェンジ、ＳＡ・
ＰＡ、バスストップ、非常駐車帯に設置されており、受話器を取るだけで
道路管制センターにつながります。事故や故障の状況・負傷者の有無な
どを伝えてください。

【道路緊急ダイヤル（＃９９１０）】
携帯電話・スマートフォンから【＃９９１０】をダイヤルしてください。
自動音声ガイダンスにしたがって高速道路を選択すると、最寄りの道路管
制センターにつながります。道路の異状や場所などを伝えてください。
全国の高速道路・国土交通省が管理する国道はすべて対象となり、
２４時間無料で利用ができます。
※運転中の携帯電話等の使用は道路交通法により禁止されており
ます。必ず同乗者の方から通報していただくか、SA・PAなど安全な
場所に移動・停車しておかけください。

高速道路における緊急時の対処法

○各高速道路会社X（旧ツイッター）でも、高速道路情報をお知らせしてい
ます。

また、一部の道路では、凍結が予想
されるときや降雪時などに道路脇か
ら溶液や水を散布する装置を設置
しています。装置作動中は、道路に
向け溶液や水が噴き出ていますの
で慌てず安全に走行してください。

https://www.driveplaza.com/

http://c-ihighway.jp/

https://ihighway.jp/

降雪など悪天候が予想されるドライブでは、お出かけ前も
お出かけ中も情報収集が大事です。気象と道路の正確な
情報をつかんで安全運転をお願いします。

除雪作業等へのご理解・ご協力をお願いします 雪道の頼りは、情報のキャッチから
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事故・渋滞・工事・気象などの必要な
道路情報を、カーラジオを通じてリ
アルタイムにお知らせ。

高速道路やＳＡ・ＰＡで快適に過ごして頂くために、ご案内やお手伝いをさ
せていただく総合案内係です。お困りの事やサービスエリアのお土産やお
すすめのメニューから旅のご相談まで、お気軽にお声掛けください。

ユキ走行注意
○○‒□□冬用タイヤ規制

○○‒□□
チェーン規制

天候や路面の状況に応じて、規制速度
がかわります。

本線上のインターチェン
ジ手前にあり、そこから先
の道路・交通情報を表示。
通行止めで「ここで出よ！」
という表示がされている
場合は、必ずそのイン

ターチェンジで流出してください。例えば、その先で車が動け
なくなっているため通り抜けられない等、高速道路から出るの
に何時間もかかってしまう場合もあります。

ユ キ 走 行 注 意
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冬の気象や道路状況は刻々と変化していきます。
冬道での万が一に備えて、常に最新の交通情報と気象情報を入手し、
冬用タイヤやチェーン等の冬装備を万全に細心の注意で安全運転を
お願いいたします。
降雪が強くなったら、無理をせず、次のＳＡ・ＰＡで一息入れて様子
を見ましょう。

音声による通報が困難な方であってもスマートフォンアプリケーショ
ン「LINE」による通報が可能です。「LINE」に「国土交通省道路
緊急ダイヤル（＃9910）」の友だち追加をしてご利用ください。

友だち追加は下記の二次元コード読み取りからも可能です。
※利用方法や注意事項などは国土交通省 HP をご覧ください。

国土交通省道路緊急ダイヤル
（＃9910）

「STOP! NAGARA DRIVING PROJECT」（通
称「SNDプロジェクト」）は、ながら運転に代表され
る交通事故につながる危険運転を撲滅し、高速道
路における交通事故ゼロを目指す交通安全啓発プ
ロジェクトです。

30

お出かけ前にチェック

LINEアプリによる緊急ダイヤルの通報も可能です
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東日本高速道路（株）／中日本高速道路（株）／西日本高速道路（株）／（一財）道路厚生会

NEXCO東日本お客さまセンター
0570‒024‒024

または 03‒5308‒2424

快適な高速道路のご利用を24時間係員がサポートいたし
ます。高速道路をご利用の際、通行料金やETC割引、経
路など高速道路情報の確認にご活用ください。

道路交通情報がインターネットで見られます。
https://www.jartic.or.jp/

● 全国・関東情報…050-3369-6600
● 北海道高速情報…050-3369-6760
● 東 北 高 速 情 報…050-3369-6761
● 東北・常磐・関越高速情報…050-3369-6762
● 東名・新東名高速情報…050-3369-6763
● 中央・長野高速情報…050-3369-6764
● 新潟地方高速情報…050-3369-6765
● 東海地方高速情報…050-3369-6766
● 北陸道・東海北陸道情報…050-3369-6767
● 近畿地方高速情報…050-3369-6768
● 中国地方高速情報…050-3369-6769
● 四国地方高速情報…050-3369-6770
● 九州地方高速情報…050-3369-6771
● 沖 縄 情 報…050-3369-6647

● 全国共通ダイヤル…050-3369-6666
● 携帯短縮ダイヤル…♯8011
※最寄りのセンターに接続します。（通話料お客さま負担）

疲れを感じたらSA・PAでひとやすみ
（サービスエリア）（パーキングエリア）

緊急時通報先

日本道路交通情報センター

NEXCO中日本お客さまセンター

PHS・IP電話のお客さま
0120‒922‒229
052‒223‒0333

NEXCO西日本お客さまセンター

PHS・IP電話のお客さま
0120‒924‒863
06‒6876‒9031

事故や故障などの際は、安全な場所に避難してから
下記にご一報ください。（通話料無料）

110番・非常電話・道路緊急ダイヤル（＃9910）

高速道路情報案内

最新の道路情報についてお問い合せを受け付けています。


